
いわで 6
2006.Jun

No.3

広 報 Iwade City Public Relations

4 月 1日から児童手当制度が拡充されました ・ P.2
あなたの介護保険料はいくら？ ・・・・・・・ P.4 ～ 5
大阪方面行きバスの新停留所増設のお知らせ ・ P.9
クリーン缶トリー運動イン岩出にご協力を！ ・ P.10
岩出図書館からのお願い ・・・・・・・・・・ P.22

CONTENTS

シドニー五輪銀メダリスト
天理大学柔道部監督 篠原氏を招いて

市制施行記念市制施行記念
岩出少年柔道大会岩出少年柔道大会
が開催されましたが開催されました

関連記事はP.9



2　2006.6　広報いわで

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

で
、
前
年
（
１
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
手

当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
の

額
未
満
の
場
合
に
請
求
日
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

は
１
人
に
つ
き
月
額
５
，
０
０
０
円
、
第
３

子
以
降
は
１
人
に
つ
き
１
０
，０
０
０
円
が
、

２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
児
童
手
当
法
改
正
の
内
容
】

•
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
３
年
生
（
９
歳

到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
小
学

校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
に
拡
大

•
所
得
制
限
の
引
き
上
げ

【
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
】

　

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
岩
出
市
役

所
の
福
祉
課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成

18
年
９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限

り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者
の
皆
様

（
平
成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　

こ
れ
ま
で
、
該
当
児
童
に
係
る
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
特

段
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま

す
。

◆
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生
ま
た
は
６

年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様

（
平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

•
こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
↓
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

•
妹
、
弟
な
ど
が
お
り
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
保
護
者
の
方
↓
額
改
定
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
皆
様

　

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
（
下
記
参
照
）
に

よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
保
護
者
の

方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

　

お
早
め
に
！

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
６

月
６
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
間
に
児
童
手

当
現
況
届
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の

前
年
の
所
得
の
状
況
と
６
月
１
日
現
在
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

も
し
、
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
福
祉
課
（
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課
児
童
手
当
係　

内
線
３
２
３

4月1日
から

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

平成 18年度所得制限限度額

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

0人 460.0 532.0

1 人 498.0 570.0

2 人 536.0 608.0

3 人 574.0 646.0

4 人 612.0 684.0

5 人 650.0 722.0

注１）所得税法に規定する老人控
除対象配偶者又は老人扶養親族が
ある者についての限度額（所得額
ベース）は左記の額に当該老人控
除対象配偶者又は老人扶養親族１
人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上
の場合の限度額（所得額ベース）
は、１人につき 38 万円（扶養親
族等が老人控除対象配偶者又は老
人扶養親族であるときは44万円）
を加算した額。
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

平成 18年 4月分から手当額が減額改定されました。改正後の手当額については

児童扶養手当

・全部支給（子 1人） 月額　41,720 円

・一部支給（子 1人）
月額　41,710 円－（所得額－

所得制限限度額）× 0.0184162

・第２子は、5,000 円　第３子以降は、１人につき 3,000 円加算

特別児童扶養手当

障害児 1人について

・２級の場合 月額　33,800 円

・１級の場合 月額　50,750 円

障害児福祉手当 月額　14,380 円

特別障害者手当 月額　26,440 円

福祉手当（経過措置分） 月額　14,380 円

以上の手当について詳しいことは、福祉課（内線322・338）までお問い合わせください。
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介護保険の
ご案内
問い合わせ先

保険年金課介護保険係

料はいくら？
　先月の広報で、今年度の 65 歳以上の方（第１号被保険者）

の介護保険料についてお知らせいたしました。介護保険料は、

低所得者の方に過重な負担とならないよう所得に応じて６段

階に設定されています。あなたの保険料の段階を次の表で確

認してみましょう。

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

前年の合計
所得金額が
200 万 円
以上

前年の合計
所得金額と
課税年金収
入額の合計
が 80 万円
以下

老齢福祉年
金を受けて
いる

第 1段階へ

同じ世帯に
住民税を納
めている人
がいる 第 4段階へ

第 5段階へ

第 6段階へ

第 1段階へ

第 2段階へ

第 3段階へ

チャートでわかるあなたの保険料STARTSTART

住
民
税
を
納
め
て
い
る

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

段　階 対　　象　　者 保険料（年額）
第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方および生活保護を受給している方 基準額× 0.5　29,300 円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、前年の合計所得金額と課税年金収入の合計が 80万円以下の方 基準額× 0.5　29,300 円

第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、保険料段階第２段階以外の方 基準額× 0.75　44,000 円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の方 基準額　　　　58,600 円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 基準額× 1.25　73,300 円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 基準額× 1.5　88,000 円
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あなたの介護保険
　

岩
出
市
で
は
低
所
得
者
の
方
の

負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
介
護
保
険
料
の
減
額
に
関
す

る
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
減
額
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
生
活
保
護
者
は

除
く
）。

①
第
１
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
者

と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
（
以

下
「
世
帯
員
」
と
い
う
。）
が
市

町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

②
世
帯
の
当
年
中
の
収
入
見
込
額

の
合
計
が
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
最
低
生
活
費
年
額
以
内
で
あ
る

こ
と
。

③
世
帯
員
が
活
用
で
き
る
資
産
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

金
融
資
産
に
あ
っ
て
は
、
②
に
定

め
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
第
１
号
被
保
険
者
が
世
帯
員
以

外
の
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

○
保
険
料
の
納
め
方

　

年
金
（
老
齢
・
退
職
（
基
礎
）・

遺
族
・
障
害
年
金
）
受
給
者
の
方

は
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

に
よ
り
、
年
金
受
給
月
ご
と
の
納

付
に
な
り
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
特
別
徴

収
の
方
の
保
険
料
は
、４
・
６
・
８
・

10
・
12
・
２
月
の
各
月
に
年
金

支
給
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

４
・
６
・
８
月
は
、
前
年
度
２
月
特

別
徴
収
分
の
保
険
料
額
が
そ
の
ま

ま
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
仮
徴
収
）。

10
・
12
・
２
月
は
、
６
月
以
降
に

確
定
す
る
所
得
な
ど
を
も
と
に
年

間
の
保
険
料
を
算
出
し
、
そ
こ
か

ら
仮
徴
収
分
を
除
い
た
金
額
が
３

回
に
振
り
分
け
て
天
引
き
さ
れ
ま

す
（
本
徴
収
）。

※
仮
徴
収
と
は

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
年
金
の
給

付
（
年
６
回
）
時
に
保
険
料
が
あ

ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
が
、

前
年
中
の
所
得
が
確
定
す
る
６
月

以
降
で
な
い
と
保
険
料
が
決
ま
ら

な
い
た
め
、
４
・
６
・
８
月
は
前
年

度
２
月
分
の
保
険
料
額
を
そ
の
ま

ま
仮
に
決
め
た
保
険
料
額
と
し
て

徴
収
し
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
中
に
65
歳
に
な
ら

れ
た
方
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
方
、
現
況
届
け
の
出
し

忘
れ
な
ど
に
よ
り
特
別
徴
収
が
停

止
に
な
っ
た
方
な
ど
は
、
年
金
の

受
給
に
関
係
な
く
９
月
ま
で
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
以
降
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
年
金
額
や
種
類
に
よ
り
普
通

徴
収
か
特
別
徴
収
か
を
決
定
し
ま

す
。

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
（
月

額
１
万
５
千
円
）
未
満
の
方
、
平

成
18
年
度
中
に
65
歳
に
な
ら
れ

た
方
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
、
特
別
徴
収
が
停
止
に

な
っ
た
方
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
保
険
料
を

納
付
書
で
納
め
ま
す
。納
付
書
は
、

６
月
に
介
護
保
険
料
が
決
定
し
た

際
、
当
年
度
分
を
一
括
し
て
送
付

し
ま
す
（
た
だ
し
、
当
年
度
中
に

歳
に
な
ら
れ
た
方
、
転
入
し
て
こ

ら
れ
た
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
随

時
送
付
に
な
り
ま
す
）。
納
付
書

の
納
期
に
し
た
が
っ
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
介
護
保
険
料
普
通
徴
収　

納
期

　

平
成
18
年
度
介
護
保
険
料
第
１
期
分
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
㈮
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
は
、
あ
な
た
の
保
険
料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
額

○特別徴収の収め方
平成 18年度保険料

4 月 6月 8月 10月 12月 2月
仮徴収 本徴収

前年度 2 月分の保険料をそ
のまま各月（4・6・8月）に
天引きします。

前年中の所得をもとにした保
険料から仮徴収分を除いた額
を 3回にわけて天引きします。
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市
で
は
、
平
成
20
年
度
の
下
水
道
一
部
供

用
開
始
ま
で
に
、
下
水
道
の
各
種
料
金
や
下

水
道
の
普
及
を
促
進
す
る
制
度
を
定
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
や
制
度
に
住
民
や
学
識
経
験
者
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
円
滑
な
事
業
運
営
を
行
う

た
め
、
平
成
17
年
度
に
「
公
共
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
審

議
会
で
は
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
の
四
つ

の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
※
）
に

関
す
る
こ
と

②
公
共
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

③
公
共
下
水
道
の
普
及
促
進
に
関
す
る
こ

と
④
そ
の
他
市
長
が
下
水
道
事
業
上
必
要
と

認
め
る
事
項
に
関
す
る
こ
と

　

審
議
会
で
は
２
年
以
内
に
答
申
を
行
い
、

市
は
答
申
を
踏
ま
え
て
必
要
な
条
例
な
ど
を

制
定
す
る
予
定
で
す
。

※
受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
地
域

の
方
々
に
下
水

道
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
制
度

で
す
。
な
お
、
受

益
者
負
担
金
は

１
度
だ
け
の
も

の
で
す
。

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
　

〜
岩
出
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
〜
　

中
間
答
申
説
明
会
と
ご
意
見
募
集
の
お
知
ら
せ

快適な暮らしを
支える下水道！

　

受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
は
、
直

接
住
民
の
方
々
の
負
担
に
な
る
こ
と
か
ら
、

審
議
会
で
は
最
終
答
申
を
行
う
前
に
今
ま
で

の
審
議
内
容
を
中
間
答
申
と
し
て
ま
と
め
、

市
が
説
明
会
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

住
民
の
方
々
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
程
で
中
間
答
申
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
　
　

中
間
答
申
説
明
会
開
催
日
程

○
岩
出
地
区

　

平
成
18
年
６
月
28
日
㈬　

午
後
７
時
〜　

　

於　

岩
出
地
区
公
民
館

○
上
岩
出
地
区

　

平
成
18
年
６
月
25
日
㈰　

午
後
７
時
〜　

　

於　

上
岩
出
地
区
公
民
館

○
根
来
地
区

　

平
成
18
年
６
月
25
日
㈰　

午
後
２
時
〜

　

於　

根
来
地
区
公
民
館

○
山
崎
地
区

　

平
成
18
年
７
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

於　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

※
ど
の
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。

　

市
下
水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.city.iw

ade.w
akayam

a.jp/
kakuka/gesui/gesuitop.htm

l

　

↓
岩
出
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議
会
の

ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
下
さ
い
。

　

中
間
答
申
や
受
益
者
負
担
金
、
下
水
道
使

用
料
、
下
水
道
の
普
及
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

郵
送
で

　

〒
６
４
９
６

２
９
２

　
　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　
　

岩
出
市
事
業
部
下
水
道
課
内

　
　

岩
出
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

　
　

事
務
局　

あ
て

　

電
子
メ
ー
ル
で

　
　

gesui@
city.iw

ade.lg.jp

　

締
切　

平
成
18
年
７
月
14
日

お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
（
内
線
３
３
０
）
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岩
出
警
察
署
通
信

１　

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗

難
被
害
が
増
加
傾
向

　

屋
外
で
発
生
す
る
街
頭
犯
罪

は
、
僅
か
な
が
ら
で
す
が
増
加
し

て
お
り
、中
で
も
、自
転
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
と
い
っ
た
乗
り
物
の
盗
難

被
害
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

岩
出
市
内
で
は
、
自
転
車
盗
は

Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
や
ミ
レ
ニ
ア
シ
テ
ィ

な
ど
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の

駐
車
場
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
は
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車

場
な
ど
で
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

自
転
車
盗
の
半
数
近
く
が
施
錠

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。

〜
被
害
者
防
止
の
た
め
に
〜

自
転
車
は
、

★
鍵
を
二
重
に
掛
け
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ト
バ
イ
は
、

★
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
チ
ェ
ー
ン
錠
や
Ｕ
字

ロ
ッ
ク
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

２　

子
ど
も
に
対
す
る
声
掛
け
事

案
へ
の
対
応

　

全
国
的
に
子
ど
も
が
被
害
者
と

な
る
痛
ま
し
い
犯
罪
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
種
犯
罪
の
前
兆
と
な
る

「
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
対
す

る
声
掛
け
事
案
」
は
、
昨
年
中
、

岩
出
警
察
署
管
内
で
は
、27
件（
前

年
比
＋
14
件
）
発
生
し
て
お
り
、

連
れ
去
り
事
案
等
の
凶
悪
事
件
に

発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

県
警
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
「
犯
罪
マ
ッ
プ
」
や
「
子
ど
も

危
険
地
図
」
と
題
し
て
、
不
審
者

情
報
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
の
安
全
対
策

　
（
き
し
ゅ
う
君
の
７
つ
の
約
束
）

①
グ
ル
ー
プ
で
登
下
校
し
よ

う
。

②
出
か
け
る
と
き
は
お
う
ち
の

人
に
声
か
け
よ
う
。

③
人
通
り
の
多
い
道
を
歩
こ

う
。

④
外
で
は
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

⑤
見
知
ら
ぬ
人
の
車
に
は
絶
対

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

⑥
危
険
な
と
き
は
大
声
を
だ
そ

う
。

⑦
近
く
の
人
や
「
き
し
ゅ
う
君

の
家
」に
助
け
を
求
め
よ
う
。

３　

暴
走
族
の
追
放

　

夏
期
に
近
づ
き
、
夜
間
で
も
駐

車
場
が
開
放
さ
れ
、
出
入
り
の
自

由
な
ス
ー
パ
ー
等
の
駐
車
場
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
に
若
者

の
い
集
が
多
く
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
暴
走
族
の
活
動
も
頻
繁
に
な

り
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
期
（
６
月
〜
９
月
）

に
お
け
る
、
岩
出
警
察
署
管
内
で

の
暴
走
族
に
対
す
る
１
１
０
番
通

報
は
70
件
受
理
し
て
お
り
、
年
間

で
の
最
高
で
し
た
。

【
保
護
者
の
方
へ
】

　

①
自
分
の
子
供
が

•
ノ
ー
ヘ
ル
で
の
原
付
の
運
転

•
行
き
先
を
言
わ
ず
に
外
出

し
、
深
夜
徘
徊
や
外
泊
が
多

く
な
っ
た

•
原
付
の
エ
ン
ジ
ン
を
改
造

し
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
大
き

く
な
っ
た

　

と
感
じ
れ
ば
、
お
子
さ
ん
は
、

暴
走
族
予
備
軍
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

兆
候
を
把
握
し
、
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
取
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
暴
走
族
を
活
性
化
さ
せ
る
の

は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
存
在
で

す
。

　

決
し
て
、「
見
に
行
か
な
い
」、

「
見
に
行
か
せ
な
い
」
よ
う
指
導

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
の
特
徴
は
、
局
地
的
に
大

雨
が
降
る
こ
と
、
い
つ
ど
こ
で
降

り
出
す
か
わ
か
ら
な
い
性
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
平
素
か
ら
次
の
こ
と
を
心
が

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
気
象
情
報
に
注
意
す
る

＊
水
害
・
崖
崩
れ
等
の
お
そ
れ

の
あ
る
災
害
危
険
場
所
を
把

握
す
る

＊
避
難
経
路
を
確
認
す
る

＊
普
段
か
ら
非
常
用
品
（
携
帯

ラ
ジ
オ
、
飲
料
水
・
食
料
、

懐
中
点
灯
、
コ
ン
ロ
・
ガ
ス

等
）
の
準
備
を
す
る

＊
消
火
器
を
備
え
付
け
る

＊
家
屋
等
の
補
強
を
す
る

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

来
る
の
で
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
の
は
、
一

人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
心
が
け

で
す
。

街
頭
犯
罪
の
被
害
防
止

　

〜
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
〜

子
ど
も
安
全
対
策
に
つ
い
て

梅
雨
期
の
災
害
に
対
す
る

準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　

●
大
地
震
・
台
風
・
集
中
豪
雨　

備
え
あ
れ
ば
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NEWS
IWADE

まちのホットな情報を届けます

　

髙
木
氏
は
、
昭
和
23
年
７
月
和

歌
山
県
警
察
に
採
用
さ
れ
、
以
来

退
職
す
る
ま
で
の
36
年
余
り
の
永

き
に
わ
た
り
、
警
察
職
員
と
し
て

鑑
識
課
指
紋
係
一
筋
に
強
い
正
義

感
と
旺
盛
な
勤
務
意
欲
を
持
っ
て

日
夜
職
務
に
精
励
し
、
卓
越
し
た

専
門
的
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、

数
多
く
の
凶
悪
事
件
や
重
要
事
件

を
検
挙
す
る
な
ど
治
安
維
持
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
氏
は
、
昭
和
43
年
８
月
か

ら
岩
出
整
肢
園
（
現
在
の
岩
出
療

育
園
）に
保
育
士
と
し
て
勤
務
し
、

重
度
の
障
害
児
者
の
介
助
の
み
な

ら
ず
、
生
活
指
導
、
機
能
回
復
訓

練
の
援
助
、
保
育
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
療
育
の
向
上
に
努
め
ら

れ
、
さ
ら
に
は
、
指
導
員
と
し
て

保
育
士
の
中
心
的
な
役
割
を
担
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
桃
山
療

護
園
に
異
動
し
、
そ
の
後
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
入
所
児
者
の
指

導
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
へ
の
相

談
援
助
、
地
域
の
障
害
児
者
へ
の

相
談
援
助
に
も
積
極
的
に
応
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
氏
は
、
昭
和
54
年
に
和
歌

山
県
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
13

年
余
り
の
議
員
経
験
を
経
て
、
平

成
４
年
10
月
に
岩
出
町
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、
県
議
会
議
員
中
に

歴
任
し
た
委
員
長
・
委
員
の
経
験

か
ら
得
た
豊
富
な
知
識
を
充
分
に

活
か
し
潤
い
の
あ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
を

図
る
と
と
も
に
、
心
の
ふ
れ
あ
う

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
多
大

な
る
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　
　

髙
木　
　

清
氏
（
根
来
）

瑞
宝
双
光
章

　
　

藤
井　

民
子
氏
（
清
水
）

旭
日
双
光
章

　
　

中
村　

隆
行
氏
（
宮
）

　
　

叙　

勲

　

去
る
５
月
３
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
、
市
内
の
根
来
若
も
の
広
場

に
て
〝
ペ
タ
ン
ク
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー

プ
ン
〞
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
８
６
０
人
も
の
選
手
が
集
ま

り
、
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま

れ
の
球
技
。
直
径
３
㌢
ほ
ど
の
木

製
の
玉
（
ビ
ュ
ッ
ト
）
を
地
面
に

投
げ
、
そ
の
ビ
ュ
ッ
ト
を
ね
ら
っ

て
相
手
と
鉄
製
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

合
い
ま
す
。
相
手
よ
り
も
ビ
ュ
ッ

ト
に
近
づ
け
た
ボ
ー
ル
に
得
点
が

入
り
、
勝
敗
を
競
う
と
い
っ
た
と

て
も
シ
ン
プ
ル
な
球
技
で
、
幅
広

い
年
齢
層
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
、岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会（
代

表　

辻
内
℡
62

５
７
８
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

た
だ
い
ま
、
会
員
募
集
中
で
す
!!

ペ
タ
ン
ク
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

第 11回
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去
る
５
月
７
日
、
市
民
総
合
体

育
館
に
て
岩
出
市
の
市
制
施
行
を

記
念
し
た
少
年
柔
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
小

中
学
生
約
３
６
０
人
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
天
理
大
学
柔
道

部
監
督
の
篠
原
氏
に
よ
る
実
技
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

技
の
掛
け
方
を
中
心
に
笑
い
を

交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
指
導

し
な
が
ら
も
、

積
極
的
に
練
習

に
取
り
組
む
姿

勢
や
「
礼
」
を

重
ん
じ
る
柔
道

の
心
構
え
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
観
客
席
か
ら
の
声

援
を
受
け
、
ひ
た
む
き
に
一
本
を

ね
ら
う
選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生

団
体
戦
の
部
で
は
、
岩
出
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム
が
み
ご

と
優
勝
、
個
人
戦
で
は
52
㌔
以
下

級
で
谷
明
音
さ
ん
（
岩
出
中
学
校

３
年
）が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

憧
れ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
招
い
て

市
制
施
行
記
念

岩
出
少
年
柔
道
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

○
新
停
留
所

　
「
岩
出
図
書
館
」、「
野
上
野
西
」
停
留
所

　

の
２
箇
所
が
増
設
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部
総
務
課　

☎
62̶

２
１
４
１

　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱　

☎
75̶

２
１
５
１

大
阪
方
面
行
き
バ
ス
の

新
停
留
所
増
設
の
お
知
ら
せ

旅館

至根来寺
岩出図書館

至
泉
佐
野

岩出図書館

N

岩出第二中学校

コンビニ

N

野上野西

県道粉河加太線至加太 至粉河
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「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー

運
動
イ
ン
岩
出
」

に
ご
協
力
を
！

　

岩
出
市
で
は
、
７
月
の
河
川
愛

護
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
環
境
美
化
へ
の
認
識
を

深
め
、
住
み
や
す
く
愛
着
の
も
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
的
に

「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動
イ
ン

岩
出
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
、
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
等
を
回
収
し
、
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
場
所
・
日
時
等
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
い

わ
で
７
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥

化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
に
つ
い
て
購
入
価
格
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ

プ
20
基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
20
基
程

度
の
補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し
て

い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

１
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
法

人
等
事
務
所
は
除
く
）

２
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店

か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

３
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
期
間

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の

住
居
に
設
置
で
き
る
方

４
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で

維
持
管
理
で
き
る
方

５
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適

切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量

化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
31
日
ま
で
の
随
時

•
補
助
予
定
台
数
40
台
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
補
助
対
象
品
目

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限
度
額

は
二
〇
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す
る
。

＊
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

生活環境
のページ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

品　名 購入価格 補助金 個人負担額

生ごみ
処理容器A 4,410 円 2,205 円 2,205 円

生ごみ
処理容器B 3,305 円 1,652 円 1,653 円

（※上記金額には、消費税を含みます。）

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

ご
み
の

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道

路
な
ど
に
捨
て
た
場
合
に

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

「
空
き
地
等
の
雑
草
除
去

に
つ
い
て
」
の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂

し
ま
す
と
、
住
環
境
や
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、
空
き
地
の
所
有
（
管
理
）

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ

て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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バ
ッ
テ
リ
ー　
　
　

一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

　

タ
イ
ヤ　
（
外
径
五
五
㎝
以
下
）

　
　
　
　

一
本　
　
　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
外
径
七
五
㎝
以
下
）

　
　
　
　

一
本　

一
，
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
（
外
径
一
〇
〇
㎝
以
下
）

　
　
　
　

一
本　

一
，
五
〇
〇
円

　

単
車　
　
　
　
　

一
台

　
　
　
　
　
　
　

一
，
〇
〇
〇
円

　

物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　
　

一
台　
　

五
〇
〇
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相

談
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
）・
油

類
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
き
ま
し

て
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
（
内
線
一
八
五
・
一
八
六
）

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

　平成 18年 4月 1日から岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち
込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所
の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いい
たします。

6 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 ６月 ７ 日・21日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 ６月 14日・28日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

ごみのことで判らないことがあれば

お気軽にお問い合わせください。

生活福祉部生活環境課　６２－２１４１

岩出クリーンセンター　６２－０８１４

クリーンセンターからのお知らせ

　市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止さ
れています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
　市内に本拠を置き営業活動を行っている事業者（排出者）は、排
出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第3条）
　事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物について
は、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

持ち込み搬入時の車両運行については、十分注意してください。
持ち込み車両の駐車位置は、ロータリー植え込み側（東側）黄色の
線内に駐車してください。

　

今
回
、
市
で
は
回
収
し
て
い
な

い
廃
棄
物
（
粗
大
ご
み
と
し
て
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

等
）
を
、
左
記
の
場
所
に
各
自
持

ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
有
料
で
回

収
す
る
と
い
う
機
会
を
設
け
ま
し

た
。

　

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
回
収
日

　

平
成
18
年
６
月
18
日
㈰

○
回
収
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館

　

北
側
駐
車
場

○
回
収
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
ま
で

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

　

暖
房
用
機
械
器
具
一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
円

　

発
電
機　
　
　
　

一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
円

　

農
業
用
機
械
一
式
一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
円

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
用
鉄
一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
円

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
円

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト　

一
㎏
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
円

　

家
庭
用
消
火
器　
　

一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で

市
で
収
集
で
き
な
い
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

生活環境のページ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保健推進
だより

　

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に
「
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残

そ
う
」
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労

働
省
）。
け
れ
ど
も
、
80
歳
の
人

の
歯
数
は
１
人
平
均
約
８
本
と
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

む
し
歯
も
歯
周
病
も
、
進
行
す

る
と
歯
が
抜
け
落
ち
た
り
抜
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
る
前
に
予
防
を
心
が

け
、
60
歳
で
24
本
80
歳
で
20
本
の

歯
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
日
か
ら
こ

ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

①
食
後
の
歯
み
が
き
を
習
慣
に
す

る
。

②
繊
維
質
や
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を
多

く
摂
る
。

③
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

る
。

④
間
食
を
控
え
る
。

⑤
喫
煙
、過
度
の
飲
酒
を
控
え
る
。

　

み
ん
な
で
８
０
２
０
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

（
Ｄ
Ｔ
）
二
種
混
合

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
二
種
混
合
予

防
接
種
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
は

学
校
で
の
集
団
接
種
か
ら
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
各
学
校

か
ら
案
内
・
予
診
票
等
を
配
布
し

ま
す
。
接
種
を
受
け
る
際
は
個
別

接
種
協
力
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、
必
ず
保
護
者
同
伴
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間
…
６
月
１
日
〜
８
月
31

日対
象
者
…
小
学
６
年
生

＊
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

保
健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ
「
８ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
」

６
月
４
日
〜
10
日
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

平成 18年度
健康講座を開催します
　住民の方であればどなたでも参加してい
ただけます。

第１回　平成 18年 6月 22日㈭
テーマ「つらいひざ痛をやわらげよう」
～関節の負担を減らし、
　　　　いきいき生活を送るために～
講師　はしもと整形外科　橋本　吉弘　医
師
　痛みから開放されると活動範囲が広がり
ます。
　家での簡単な工夫、病院にかかる時期、
痛みをやわらげる運動等についてお話いた
だきます。

第２回　平成 18年 7月 13日㈭
テーマ「生きるということ」
　　　　　～素敵な歳の重ね方～
講師　安川診療所　安川　修　医師
　私たちは、身近な人の死を経験したとき
に「命」や「生きること」について思いを
馳せます。幾人もの終末期に立ち会ってき
た先生のお話は、優しく心に響きます。

★時　間：午後１時 30分～３時 00分
　　　　　（受付は午後１時 15分から行います）
★場　所：岩出市総合保健福祉センター
　　　　　３階　視聴覚室（岩出市金池92番地）
★受講料：無料
★定　員：80名
★申込み：電話でお願いします。
　　　　　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　保健推進課

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

6　

月

4 日 金尾歯科医院 岩出市西安上 94-1 62-1588

11 日 藤田歯科医院 紀の川市中三谷井堀17-20 77-6060

18 日 井関歯科医院 岩出市清水 326-4 62-2223

25 日 清瀧歯科医院 紀の川市花野 117 77-6161

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成18年6月 平成18年 7月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
26日㈪

H18 年 2 月生まれ
24日㈪

H18 年 3 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

27日㈫ 25日㈫

7か月児
20日㈫

H17 年 11 月生まれ
18日㈫

H17 年 12 月生まれ 13:00 ～ 13:15
21日㈬ 19日㈬

1歳8か月児
13日㈫

H16 年 10 月生まれ
11日㈫

H16 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15
14日㈬ 12日㈬

3歳6か月児
16日㈮

H14 年 11 月生まれ
14日㈮

H14 年 12 月生まれ 13:00 ～ 13:30
23日㈮ 21日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
13日㈫

H17 年 7 月生まれ
11日㈫

H17 年 8 月生まれ 9:00 ～ 9:30
14日㈬ 12日㈬

2歳6か月児
16日㈮

H15 年 11 月生まれ
14日㈮

H15 年 12 月生まれ 9:00 ～ 9:30
23日㈮ 21日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

12日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

20日㈭
沐浴実習
産後うつについて
子どもの心を育てるために

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 5日㈪

〈通知〉
平成18年 2月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

4日㈫

〈通知〉
平成18年 3月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 22日㈭ 離乳食 27日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診

胸 部 検 診

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

28日㈬
29日㈭
30日㈮

事前に申込みされた
方に個別通知

3日㈪
10日㈪
26日㈬
27日㈭
28日㈮
31日㈪

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

5日㈪
30日㈮

機能訓練室のフリー
開放

3日㈪
28日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

6月10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

7月8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～69歳）
65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳
の時に1回でも経験のある方

6月28日㈬ 岩出市役所 7月21日㈮
ホームセンター
コーナン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年6月、平成18年7月）

13 広報いわで　2006.6

保健推進だより
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　総合保健福祉センター…61-2400
　　　　　クリーンセンター………62-0814
　　　　市民総合体育館…………62-0370
　　　民俗資料館………………63-1499
　　岩出図書館………………62-7222
　岩出警察署………………63-0110
那賀消防組合……………61-0119

福　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

電
話
63
ー
３
３
６
２

　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
の
た
め
に
、
左
記
の
日

程
で
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
18
年
６
月
28
日
㈬

○
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
３
時

○
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　
（
２
Ｆ
・
和
室
）

○
内
容　

育
児
相
談

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

６
名（
一
時
保
育
あ
り
）

※
相
談
希
望
の
方
は
、
６
月
24

日
㈯
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
先
﹈

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

手
づ
く
り
お
や
つ

の
実
習

　

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
や
時
間
に

ゆ
と
り
が
あ
る
時
に
、
お
子
さ
ん

の
た
め
に
手
づ
く
り
お
や
つ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

平
成
18
年
７
月
５
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
３
時

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
２
Ｆ　

栄

養
指
導
室
・
和
室
）

○
対
象　

子
育
て
中（
３
歳
ま
で
）

　
　
　
　

の
保
護
者

○
定
員　

15
名（
一
時
保
育
あ
り
）

※
希
望
の
方
は
７
月
１
日
㈯
ま

で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

﹇
申
込
先
﹈

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

平
成
18
年
6
月
27
日
㈫

平
成
18
年
6
月
22
日
㈭

平
成
18
年
6
月
20
日
㈫

平
成
18
年
6
月
15
日
㈭

平
成
18
年
6
月
13
日
㈫

平
成
18
年
6
月
8
日
㈭

6
月
の
開
放
日

岩
出
保
育
所

岩
出
第
二
保
育
所

根
来
保
育
所

上
岩
出
保
育
所

山
崎
保
育
所

山
崎
北
保
育
所

保
育
所
名

六
二
―
二
四
〇
二

六
三
―
〇
二
六
九

六
二
―
二
七
〇
一

六
二
―
二
八
一
四

六
二
―
二
八
四
四

六
二
―
〇
七
三
二

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
２
回
ワ
ー
ド
（
中
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
入
力
・

文
書
の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
受
講
料
】
１
，
０
５
０
円

【
日
程
】

　

８
月
６
・
13
・
20
・
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

１
講
座
4
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
２
回
ワ
ー

ド
（
中
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

６
月
23
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

―
6292
岩
出
市
西
野
209　

教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課　

公
民
館
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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◎
成
人
講
座

•
防
災
講
座

「
家
庭
に
お
け
る
地
震
対
策
」

講
師
＝
那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

中
消
防
署
長　

林
秀
行
氏

日
時
＝
６
月
21
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

　

各
学
園
と
も
休
講
い
た
し
ま

す
。

◎
家
庭
教
育
学
級

　

対
象
者　

市
内
保
育
所
（
園
）・

　
　
　
　
　

幼
稚
園
の
保
護
者

•
子
育
て
講
座

講
師
＝
子
ど
も
の
文
化
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

吉
橋
成
治
氏

•
日
時
＝
６
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
保
育
所

•
日
時
＝
６
月
14
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
第
二
保
育
所

•
日
時
＝
６
月
28
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
保
育
所

講
師
＝
紀
の
川
市
教
育
委
員
会

　
　

教
育
相
談
員　

古
田
弘
文
氏

•
日
時
＝
６
月
７
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
保
育
所

•
日
時
＝
６
月
12
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
保
育
所

•
日
時
＝
６
月
19
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
北
保
育
所

　

日
時
＝
６
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
し
ら
ゆ
り
保
育
園

講
師
＝
全
愛
幼
稚
園

　
　
　

理
事　

篠
原
利
治
氏

•
日
時
＝
６
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　

場
所
＝
さ
く
ら
保
育
園

•
日
時
＝
６
月
23
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
か
ら

　

場
所
＝
お
の
み
な
と
紀
泉
台

　
　
　
　

幼
稚
園

講
師
＝
前
岩
出
中
学
校
長

　
　
　

中
山
皖
市
氏

•
日
時
＝
９
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
和
歌
山
中
央
幼
稚
園

市
民
プ
ー
ル
開
場
の

お
知
ら
せ

○
開
場
期
間
及
び
時
間

　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
入
場
料

　

小
学
１
年
生
以
上
は
、
１
回
の

入
場
料
200
円
（
乳
幼
児
は
無
料
）

※
回
数
券
（
６
枚
綴
）
を
千
円
で

販
売
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
留
意
事
項

　

小
学
３
年
生
以
下
の
児
童
（
乳

幼
児
を
含
む
）

は
、
必
ず
保
護

者
同
伴
と
し
ま

す
。（
保
護
者

１
人
で
同
伴
で

き
る
子
ど
も
は

２
人
ま
で
）

民
謡
講
習
会
（
盆
踊
り

用
）
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会○
日　

時　

７
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

３
時
30
分

○
場　

所　

市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

○
講　

師　

竹
垣
流
舞
踊
家
家
元

　
　
　
　
　

竹
垣　

み
と
よ
先
生

○
日　

程　

開
会　

１
時
30
分

　
　
　
　
　

講
習　

２
曲
の
予
定

　
　
　
　
　

閉
会　

３
時
30
分

○
対
象
者　

参
加
自
由

○
費　

用　

無
料

○
問
合
せ
先

　

岩
出
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
理
事　

松
見　

62

５
２
１
１

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

6
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

那
賀
消
防
組
合
で
は
、
中
学
生

以
上
の
方
を
対
象
に
、
救
急
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
救
急
自
動

車
の
正
し
い
利
用
の
仕
方
や
、
応

急
手
当
な
ど
の
必
要
性
を
訴
え
る

も
の
で
、
住
民
の
普
及
啓
発
に
結

び
つ
く
内
容
の
作
品
を
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
間
は
・
６
月
30
日
㈮
ま

で
（
必
着
）

○
応
募
方
法
・
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ

き
標
語
１
点
を
記
入
し
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
那
賀
消
防
組
合
消
防
本

部
（
〒
６
４
９

６
２
１
５　

岩

出
市
中
迫
１
５
４
）
あ
て
に
送
付

○
審
査

・
最
優
秀
賞
（
１
点
、
賞
状
と
副

賞
３
万
円
）
／
優
秀
賞
（
５
点
以

内
、
賞
状
と
副
賞
１
万
円
）
／
秀

作
（
10
点
以
内
、
賞
状
と
副
賞

５
千
円
）
／
佳
作
（
15
点
以
内
、

賞
状
と
副
賞
３
千
円
）
／
入
選

（
１
０
０
点
程
度
、
防
災
記
念
品
）

を
決
定

「
問
い
合
せ
」那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61

７
２
５
９

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

那賀消防組合から
お知らせ
救急標語の募集！

暮らしの情報
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市
民
プ
ー
ル

臨
時
職
員
募
集

　

岩
出
市
教
育
委
員
会
で
は
、
次

の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

○
採
用
予
定
者
数

　

市
民
プ
ー
ル
管
理
人　

４
名

　

市
民
プ
ー
ル
監
視
員　

16
名

○
資
格

管
理
人
…
市
内
在
住
で
25
歳
以

上
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

監
視
員
…
18
歳
以
上
60
歳
未
満

（
高
校
生
を
除
く
）
の
水
泳
に

自
身
の
あ
る
方

○
時
給　

９
０
０
円
（
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
業
務
内
容

管
理
人
…
受
付
、
入
場
券
発
券

及
び
改
札
、事
務
所
等
の
清
掃
、

そ
の
他

監
視
員
…
プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー

ル･

更
衣
室
等
の
清
掃
、
そ
の

他
○
勤
務
期
間
及
び
時
間

　

６
月
30
日
〜
８
月
31
日

　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

○
受
付
期
間

５
月
23
日
㈪
〜
６
月
９
日
㈮
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

※
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
の
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
合
せ

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

レ
セ
プ
ト
点
検
専
門
員

臨
時
職
員
募
集

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
点
検
専
門
員　

１
名

○
資
格

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

　
（
医
療
事
務
）　

２
級

○
勤
務
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30

分
•
但
し
、長
期
間
勤
務
で
き
る
方
。

○
給
与　

日
額　

五
，
二
四
○
円

○
勤
務
開
始
日

　

平
成
18
年
７
月
３
日
㈪
か
ら

○
受
付
期
間

６
月
５
日
㈪
か
ら
６
月
15
日
㈭

ま
で

○
応
募
方
法

提
出
書
類
を
直
接
ご
持
参（
土
・

日
を
除
く
平
日
午
後
５
時
30
分

ま
で
）
い
た
だ
く
か
、郵
送
（
６

月
15
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
一
通

　

資
格
証
明
書
（
写
し
）

※
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
（
写

し
）
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

募　

集

和
歌
山
県
警
察
官
Ｂ
及
び

警
察
事
務
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９

６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

生
活
福
祉
部

　

保
険
年
金
課
国
保
係

　
（
内
線
１
８
８
・
１
９
３
）

□
試
験
案
内
等
配
布
開
始

　

警
察
官
Ｂ　
　
　
　

６
月
30
日

　

警
察
事
務
Ⅲ
種　
　

６
月
30
日

□
試
験
申
込
書
受
付
期
間

　

警
察
官
Ｂ

　
　
　
　

７
月
31
日
〜
８
月
11
日

　

警
察
事
務
職
Ⅲ
種

　
　
　
　

８
月
14
日
〜
８
月
25
日

□
警
察
官
等
採
用
説
明
会

　

岩
出
警
察
署
で
は
、
本
年
も
次

の
日
程
で
は
採
用
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

開
催
日　

７
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　

場　

所　

岩
出
警
察
署

□
問
合
せ

　

受
験
資
格
等
詳
細
は
岩
出
警
察

署　

電
話
（
63
）
０
１
１
０

ま
で
。

　

な
お
総
合
案
内
、
試
験
申
込
書

等
は
各
交
番
・
駐
在
所
及
び
岩
出

警
察
署
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

那
賀
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.naga119.gr.jp

）

の
「
消
防
吏
員
募
集
」
サ
イ
ト
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

職
種　

消
防
吏
員

採
用
予
定
人
員　

３
名

受
験
資
格

⑴
年
齢

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し

た
人
。

⑵
学
歴
等

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
卒
業
以
上
で
、
救
急
救
命

士
法
に
よ
る
救
急
救
命
士
資
格

を
有
す
る
人

申
込
先　

那
賀
消
防
組
合

　
　
　
　

消
防
本
部
総
務
課

受
付
期
間

６
月
13
日
㈫
か
ら
６
月
21
日
㈬

ま
で
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　

受
験
申
込
書
は
、当
消
防
本
部
、

中
・
東
・
南
各
消
防
署
、
岩
出
市

役
所
及
び
紀
の
川
市
役
所
総
務
課

で
交
付
し
、
上
記
当
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
試
験
日

　

平
成
18
年
７
月
23
日
㈰

◆
受
付
期
間　

平
成
18
年
６
月
13
日
㈫
か
ら
６

月
21
日
㈬
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
は
除
く
）

◆
申
込
及
び
問
合
せ
先

那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
消
防
本
部
２
階
）

〒
６
４
９

６
２
１
５　

岩

出
市
中
迫
１
５
４
番
地　

℡

０
７
３
６
（
61
）
１
７
９
２

那
賀
消
防
組
合
消
防
吏
員
募
集

暮らしの情報
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和
歌
山
県
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

　

６
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を

開
設
！

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

委
員
室
内
）

　

―
相
談
内
容
等
―

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
６
月
８
日
以
降
も
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
。
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
ま

で
同
じ
電
話
番
号
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

（
休
日
及
び
夜
間
は
留
守
番
電

話
に
な
り
ま
す
。）

相　

談

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

６
月
22
日
（
木
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

　
　
　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

電
話　

63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中

に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
国
民
一
人
一
人
が
人
権

問
題
を
直
感
的
に
と
ら
え
る
感
性

や
日
常
生
活
に
お
い
て
、
相
手
の

立
場
を
思
い
や
り
、
人
権
へ
の
配

慮
が
そ
の
態
度
や
行
動
に
現
れ
る

よ
う
な
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
生
命
の
尊

さ
・
大
切
さ
や
、
自
己
が
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に

他
人
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
真
に
実
感
で
き
る
よ

う
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
啓
発

活
動
目
標
を
「
育
て
よ
う　

一
人

一
人
の　

人
権
意
識
」、サ
ブ
テ
ー

マ
を
「
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が

え
の
な
い
命
を
大
切
に
」と
定
め
、

国
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
豊
か

な
人
権
意
識
を
育
て
て
い
く
よ
う

な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
は
世
界
中
の
人
々
が
共
有

す
る
も
の
で
す
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
り
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。

　

岩
出
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　

齋　

藤　

美
知
子
（
高
塚
）

　

根　

来　
　
　

勲
（
北
大
池
）

　

赤　

井　

直　

樹
（
畑
毛
）

　

奥　
　
　

シ
ゲ
コ
（
南
大
池
）

　

宮　

井　

貞　

子
（
山
）

　

岩　

西　

雅　

司
（
西
野
）

　

豊　

田　

隆　

昭
（
根
来
）

　

毎
月
第
２
火
曜
日
（
６
月
を
除

く
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ii
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
６
月
１
日
は
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

【
場　

所
】

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ii
セ
ン
タ
ー
）

【
時　

間
】

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

紀
州
材
健
康
の
家
づ
く

り
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

県
内
に
住
宅
を
建
て
る
と
き

に
、乾
燥
し
た
紀
州
材
を
使
う
と
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
補
助
金
額

　

紀
州
材
１
㎥
当
た
り
２
万
円
。

20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

平
成
18
年
９
月
28
日
㈭

○
申
込
者
が
多
い
場
合
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
振
興
局　

林
務
課

　

☎
63

０
１
０
０

　
　
　
　

内
線
４
３
１

イ
ノ
シ
シ
か
ら

農
作
物
を
守
れ
！

　

電
気
棚
等
設
置
補
助
制
度
の
お

知
ら
せ

　

山
間
部
に
お
い
て
農
作
物
を
イ

ノ
シ
シ
等
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
気
棚
等
を
設
置
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

岩
出
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
の
た
め
、
電
気
棚
等
設

置
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岩
出
市
役
所

事
業
部
農
林
経
済
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
日
に
参
加
で
き
な
い
住
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
防
災
体
験
学

習
を
楽
し
く
受
講
し
て
も
ら
う
た

め
に
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
。

○
実
施
期
間
・
毎
月
第
１
・
３
日

曜
日
。
日
に
よ
っ
て
講
座
の
内
容

が
異
な
り
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61

７
２
５
９
）
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
実
施
場
所
・
那
賀
消
防
本
部
防

災
セ
ン
タ
ー
（
岩
出
市
中
迫
）

【
６
月
か
ら
７
月
の
予
定
】

☆
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座

　

日
程
・
第
１
日
曜
（
６
月
４
日
・

７
月
２
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

【
内
容
】
親
子
で
消
防
自
動
車
の

乗
車
体
験
な
ど
を
し
な
が
ら
火
災

予
防
や
応
急
手
当
な
ど
を
学
び
ま

す
。

☆
普
通
救
命
講
習
会

【
日
程
】
第
３
日
曜
（
６
月
18
日
・

７
月
16
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

【
内
容
】
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救

命
に
必
要
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し

ま
す
。（
受
講
者
に
は
救
命
技
能

認
定
終
了
証
及
び
ミ
ニ
救
急
セ
ッ

ト
を
進
呈
）

☆
お
こ
の
み
講
座

【
日
程
】
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
の

午
後
〜

【
内
容
】申
込
み
団
体（
５
名
以
上
）

の
要
望
に
応
じ
て
、
各
種
の
防
災

体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

「
問
い
合
わ
せ
」
那
賀
防
災
セ
ン

タ
ー　

℡
61

７
２
５
９

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊

を
防
止
し
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
建
設
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

旧
基
準
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
旧
耐
震
基
準
に

基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
所

有
者
に
対
し
、
市
が
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
そ
の
結
果
、
耐
震
性

が
劣
る
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
改

修
を
行
う
場
合
に
、
改
修
費
を
補

助
す
る
事
業
で
す
。

　

な
お
、
実
施
年
度
は
平
成
16
年

度
か
ら
平
成
20
年
度
の
5
年
間
の

予
定
で
す
。

補
助
対
象
限
度
額（
1
棟
あ
た
り
）

◎
耐
震
診
断
の
場
合

　

個
人
負
担 

な
し

◎
耐
震
改
修
の
場
合

　

耐
震
改
修
工
事
費
部
分

　

補
助
額　

3
分
の
2

　
　
　
　
　

60
万
円
限
度

　

個
人
負
担 

あ
り

平
成
18
年
度
予
定
件
数

　

耐
震
診
断　

60
件

　

耐
震
改
修   

5
件

受
付
期
間

○
申
請
件
数
の
都
合
に
よ
り
随
時

補
助
対
象
建
物

○
岩
出
市
内
に
存
す
る
民
間
の
も

の
○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
地
上
階

数
が
2
階
以
下
で
か
つ
延
べ
面

積
が
200
㎡
以
下
の
も
の
（
別
途

市
の
要
綱
に
定
め
る
）

　

申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
都
市

計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
内
線
２
２
４

　

日
曜
消
防
講
座
開
催

　

日
曜
消
防
講
座
開
催

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
修
補
助
の
お
知
ら
せ

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
修
補
助
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

８
人
制
少
年
サ
ッ
カ
ー
関
西
大
会

○
日　

時

平
成
18
年
３
月
18
日
㈯
・
19

日
㈰

○
場　

所

大
阪
太
子
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
グ
ラ
ン
ド

○
結　

果

　

準
優
勝　

岩
出
町
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
34
回
岩
出
町
民
卓
球
大
会

○
日　

時

　

平
成
18
年
３
月
25
日
㈯

　

９
時
30
分
開
会

○
場　

所

　

岩
出
町
民
総
合
体
育
館

　
（
ア
リ
ー
ナ
）

○
結　

果

▽
団
体
戦

〈
高
校
・
一
般
男
子
の
部
〉

　

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

　
　
（
東
山
・
佐
伯
・
椎
崎
・
上
保
）

　

２
位　

生
野
菜

　
　
（
加
藤
・
西
村
・
北
谷
・
糸
島
）

　

３
位　

一
休

　
　
（
加
藤
・
木
村
・
得
津
）

　

３
位　

Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｎ

　
　
（
福
永
・
工
藤
・
寺
本
・
上
山
）

〈
高
校
・
一
般
女
子
の
部
〉

　

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

　
　
（
辰
巳
・
槙
谷
・
椎
崎
・
勝
谷
）

　

２
位　

岩　

出
（
Ａ
）

　
　
（
玉
置
・
横
山
・
安
積
・
坂
部
）

　

３
位　

岩　

出
（
Ｂ
）

（
井
上
・
多
恵
馬
・
下
山
・

保
井
）

　

３
位　

上
岩
出

　
　
（
村
山
・
田
中
・
峯
・
宮
本
）

〈
中
学
校
男
子
の
部
〉

　

１
位　

岩
出
二
中
（
Ｂ
）

　
　
（
谷
山
・
橋
本
・
松
本
・
佐
藤
）

　

２
位　

岩
出
二
中
（
Ａ
）

　
　
（
真
野
・
得
津
・
古
井
・
木
村
）

　

３
位　

岩
出
二
中
（
Ｃ
）

　
　
（
原
田
・
冨
永
・
谷
川
・
近
藤
）

　

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

　
　
（
岡
本
・
小
門
・
辰
巳
・
坂
倉
）

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉

　

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
遠
藤
・
神
保
・
糸
島
・
西

川
・
小
門
）

　

２
位　

岩　

中
（
Ａ
）

（
田
中
・
網
野
・
木
ノ
元
・

高
松
・
大
村
）

　

３
位　

岩
出
二
中
（
Ａ
）

　
　
（
井
原
・
江
川
・
岩
阪
・
中
林
）

　

３
位　

岩
出
二
中
（
Ｂ
）

　
　
（
岩
根
・
北
川
・
山
田
）

▽
個
人
戦

〈
高
校
・
一
般
男
子
の
部
〉

　

１
位　

椎
崎
年
哉
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

２
位　

得
津
幹
生
（
一
休
）

ス
ポ
ー
ツ 

主
な
大
会
結
果

暮らしの情報
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―
満
60
歳
を
迎
え
る
方
へ
―

　

国
民
年
金
で
は
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
（
７
９
２
，
１
０
０

円
）
を
受
け
る
た
め
に
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
（
加
入
可

能
年
数
）
加
入
し
て
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
25
年

以
上
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
期
間
を
含
む
）
納
付
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

60
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
終
了
し
ま
す
が
、
納

付
期
間
が
25
年
に
満
た
な
い
方

は
、
自
ら
申
し
出
て
保
険
料
を
最

長
65
歳
ま
で
延
長
し
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
高
齢
任

意
加
入
と
言
い
ま
す
。

　

納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い

た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
高
齢
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
民
年
金
の
納
付
期

間
が
不
足
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
な
い
人
で
、
昭
和
40
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で

不
足
す
る
期
間
に
限
り
、
特
例
と

し
て
高
齢
任
意
加
入
す
る
道
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

の
窓
口
へ
年
金
手
帳
・
認
め
印
を

持
参
し
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
国
民
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
に
つ
い
て

　
「
あ
っ
、
野
鳥
の
ヒ
ナ
だ
。
か

わ
い
い
!!
」

　

で
も
絶
対
に
連
れ
て
い
か
な
い

で
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
に
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

Q
、
な
ぜ
地
面
に
落
ち
て
い
る
ヒ

ナ
を
よ
く
見
か
け
る
の
で
す

か
？

A
、
巣
立
ち
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ナ

は
う
ま
く
飛
べ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
枝
か
ら
枝
へ
移
る
と

き
な
ど
に
、
地
面
に
落
ち
た

り
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

Q
、
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

A
、近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
、

親
鳥
は
必
ず
ヒ
ナ
の
も
と
へ

戻
っ
て
世
話
を
し
ま
す
。
人

が
ヒ
ナ
の
そ
ば
に
い
る
と
、

か
え
っ
て
親
鳥
は
ヒ
ナ
に
近

寄
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
に

し
ま
し
ょ
う
。

Q
、
ネ
コ
が
近
く
に
い
て
心
配
で

す
が
・
・
・
？

A
、
近
く
の
木
の
枝
先
な
ど
、
ネ

コ
が
近
寄
れ
な
い
所
に
と
ま

ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Q
、
人
が
野
鳥
の
ヒ
ナ
を
育
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

A
、私
た
ち
は
ヒ
ナ
に
飛
び
方
や
、

何
が
ヒ
ナ
に
と
っ
て
危
険
な

の
か
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
自

然
の
中
で
自
立
し
て
い
け
る

よ
う
に
育
て
る
と
い
う
の
は

と
て
も
難
し
い
こ
と
な
の
で

す
。
ま
た
、
許
可
な
く
野
鳥

を
飼
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で

　

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で

　

王
子
小
学
校
体
育
館

　

蓬
菜
小
学
校
体
育
館

○
結　

果

　

☆
ダ
ブ
ル
ス

　

・
中
学
生
女
子
の
部

　
　

３
位　

塩
谷
久
美
子

　
　
　
　
　

福
岡　

美
幸

　

・
小
学
生
男
子
の
部

　
　

優
勝　

橘　
　

桂
亮

　
　
　
　
　

山
本
昂
太
郎

　

・
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

　
　

２
位　

西
元　

彩
乃

　
　
　
　
　

峯
本
絵
梨
子

　

・
小
学
生
低
学
年
女
子
の
部

　
　

３
位　

尾
方　

里
美

　
　
　
　
　

榎
本　

美
晴

　

・
小
学
校
新
入
団
の
部

　
　

２
位　

木
村　

茉
帆

　
　
　
　
　

玉
井
沙
也
加

　
　

３
位　

百
武　

里
穂

　
　
　
　
　

大
田
か
お
り

　
　

３
位　

芝　
　

穂
波

　
　
　
　
　

有
村　

秋
穗

　

☆
シ
ン
グ
ル
ス

　

・
小
学
生
男
子
の
部

　
　

２
位　

橘　

桂
亮

　

・
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

　
　

２
位　

西
元　

彩
乃

　

３
位　

加
藤
直
紀
（
一
休
）

　

３
位　

加
藤　

剛
（
生
野
菜
）

〈
高
校
・
一
般
女
子
の
部
〉

　

１
位　

勝
谷
紗
弓
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

２
位　
椎
崎
今
日
子
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

峯
真
千
代
（
上
岩
出
）

　

３
位　

遠
藤
綾
奈
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

〈
中
学
校
男
子
の
部
〉

　

１
位　

南
條
仁
志
（
岩
出
中
）

　

２
位　

谷
山
岳
史
（
岩
出
二
中
）

　

３
位　

古
井
矯
大
（
岩
出
二
中
）

　

３
位　

松
本
雄
飛
（
岩
出
二
中
）

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉

　

１
位　
小
門
奈
津
実
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

２
位　

糸
島　

南
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

西
川
絢
奈
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

岩
阪
桃
奈
（
岩
出
二
中
）

〈
小
学
生
男
子
の
部
〉

　

１
位　

辰
巳
昌
希
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

２
位　

小
門
和
紀
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

遠
藤
大
鷹
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

佐
伯
慎
一
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

〈
小
学
生
女
子
の
部
〉

　

１
位　

岩
阪
清
那
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

２
位　

上
野
真
鼓
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

井
上　

柚
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

　

３
位　

遠
藤
麻
実
（
岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

第
16
回
紀
南
青
少
年
・
第
23
回

紀
南
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

○
日　

時

　

平
成
18
年
３
月
26
日
㈰

○
場　

所

　

新
宮
市
立
総
合
体
育
館

暮らしの情報
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現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
、
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

◎
定　

員

　

１
６
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
・
視
力
聴
力
検
査
・

血
液
検
査
（
一
般
・
血
清
・
生

化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・

腹
部
超
音
波
検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
２
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み

は
一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
30
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税

納

期

納

期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
限
は
、
６
月
30
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納

め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
振
替
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

からのお知らせからのお知らせ
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差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
17
年

7
月
1
日
か
ら
9
月
５
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
そ
う
だ
。
み
ん
な
い
っ
し
ょ

に
お
よ
ぐ
ん
だ
。
海
で
い
ち
ば
ん

大
き
な
魚
の
ふ
り
を
し
て
。」

　

ぼ
く
は
、
こ
こ
が
一
ば
ん
す
き

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ス
イ

ミ
ー
は
、
じ
分
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
友
だ
ち
み
ん
な
の
こ
と
も
考

え
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

海
に
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
や

お
も
し
ろ
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
海
で
、
み
ん
な

が
楽
し
く
あ
そ
べ
な
い
な
ん
て
か

わ
い
そ
う
で
す
。
ス
イ
ミ
ー
も
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
で
い
て
も
さ
み
し
い

で
す
。
も
し
、ぼ
く
が
、ス
イ
ミ
ー

み
た
い
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
っ
た

ら
さ
み
し
い
し
、
い
つ
か
食
べ
ら

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ス
イ
ミ
ー
た
ち
は
、
み
ん
な
で

大
き
な
魚
を
お
い
出
し
た
と
き

は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
、
み
ん
な
と
力
を
あ
わ

せ
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
な
わ
大
会
で
は
、
と
べ
な

い
子
も
い
る
け
ど
み
ん
な
で
は
げ

ま
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
と
び
ま

す
。
た
く
さ
ん
と
べ
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

あ
つ
い
日
に
、
み
ん
な
で
の
う

え
ん
の
草
ひ
き
を
し
ま
し
た
。
し

ん
ど
か
っ
た
け
ど
、
友
だ
ち
と
力

を
あ
わ
せ
て
太
い
草
を
ひ
い
た
と

き
、
楽
し
か
っ
た
し
と
て
も
気
も

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
ど
ん
な
こ

と
で
も
、
み
ん
な
と
力
を
あ
わ
せ

る
と
楽
し
い
し
、
も
っ
と
が
ん

ば
ろ
う
と
い
う
気
も
ち
に
な
り
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
ス
イ

ミ
ー
た
ち
の
よ
う
に
、
友
だ
ち
み

ん
な
と
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佳　作

ス
イ
ミ
ー
を
読
ん
で

山
崎
小
学
校　

２
年　

櫻さ
く
ら
い井　

　

翼つ
ば
さ　

　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

今月は「ほうれん草とちくわのさっと煮」をご紹介します。
［料理のいわれ、特徴］
　生活習慣病の予防に野菜を食べる事が大切です。簡単に作れるおかずをもう一
品という時や野菜が不足していると思う時作ってみて下さい。

料理名 ほうれん草とちくわのさっと煮 グループ名 さくらグループ

【材料】（2人分）

ほうれん草‥‥‥ 1/2 束
ちくわ‥‥‥‥‥‥ ２本
しょうが‥‥‥ 1/2 かけ
ちりめんじゃこ‥‥ 適量
水‥‥‥‥‥‥‥ 600cc
かつお節‥‥‥ １パック
調味料Ａ
　しょう油‥‥ 小さじ２
　みりん‥‥‥大さじ 1.5
　酒‥‥‥‥‥ 大さじ１

【作り方】

①　水とかつお節を鍋に入れ、火にかける。沸騰後かつ
お節を取り出しだし汁を作る。

②　ほうれん草は、硬めにゆでて水気を絞り４～５㎝の
幅に切る。

③　ちくわは斜め薄切りに、しょうがは千切りにしてお
く。

④　鍋にだし汁 200cc と調味料Ａを入れて煮立て、ゆ
でたほうれん草とちくわ、しょうがをいれてさっと
煮る。

⑤　器に盛り、ちりめんじゃこを振りかける。

〜
岩
出
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
大
会

　
　
　
　
　
　

に
出
展
さ
れ
た
料
理
か
ら
〜

　

給
食
の
運
営
は
、
保
護
者
か
ら

納
付
さ
れ
る
給
食
費
で
賄
材
料
等

を
購
入
し
て
運
営
を
行
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
定
し
た
給

食
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
給
食

費
の
確
保
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
学
校
給
食
費
の
滞
納
が

給
食
運
営
に
際
し
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
督
促
状
・
催
告
状
等
の

処
置
を
行
な
っ
て
も
な
お
完
納
し

な
い
場
合
は
、
民
事
訴
訟
法
に
基

づ
き
和
歌
山
簡
易
裁
判
所
に
支
払

督
促
の
申
立
を
行
い
、
預
貯
金
等

の
差
押
を
行
い
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
様
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

学校給食費の
納付について

米
や
地
域
の
食
材
を

　
　
　
　
　

使
っ
た
料
理
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岩出図書館からのお願い
～マナーを守りましょう !! ～

　図書館の資料は市民の貴重な財産です。汚損・破損
のないよう大切に取り扱ってください。
資料への書き込みや切り取り等は絶対にしないでくだ
さい。
　図書館資料を紛失・汚損したときは、速やかに図書
館へお届けください。
　資料の返却日はお守りください。

次の行為は、他のお客様のご迷惑となりますので、お
やめください。

★居眠り
　居眠りで閲覧席を使用するのはやめましょう！
★飲　食
　館内でモノを食べたり、飲み物を飲むのはやめましょう！
★雑誌・新聞は一人一部ずつの閲覧でお願いいたします
★本・雑誌の切り取り、書き込み、ページ折り、付箋つけ
図書館資料は絶対に切り取ったり破ったりしないで
ください。情報が欠落してしまい、資料としての価
値がなくなってしまいます。また、ページ折り、付
箋つけは資料を傷めますので、おやめください。

★おしゃべりやあそび
図書館は本を読んだり、調べものをしたりする場所
です。おしゃべりやあそびはやめましょう！

★携帯電話の使用
館内では、携帯電話は使用できません。入館の際に、
電源を切るか、マナーモードにしていただくようお
願いいたします。

★返却延滞・無断持ち出し
次にお借りになる方が待っています。返却期限をお
守りください。資料を借りるときは必ず貸出手続き
を済ませてください。

★戻し間違い
館内で利用した図書館の資料は、元の場所にお戻し
ください。場所がわからなくなった時は、カウンター
にお返しください。

★喫　煙
　図書館の中は禁煙です。喫煙はできません。
★汚　損
汚れた本や一度濡れた本は元に戻りません。資料は
大切に扱いましょう。

★ペットを連れての入館
ペットを連れての入館はできません。ただし、盲導
犬等の身体障害者補助犬は除きます。

★パソコンの使用
パソコンは使用できません。
図書館をご利用のすべての方が、快適にご利用いた
だけますよう、みなさまのご協力よろしくお願いい
たします。

軽
装
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・

ノ
ー
上
着
」
期
間
の
実
施

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
努
め
、
環
境
保
全
型
の
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
６
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
、

職
員
の
服
装
を
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
・
ノ
ー
上
着
）
期
間
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
昨
年
は
７
月
１
日
か

ら
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ

り
国
の
基
準
に
あ
わ
せ
１
ヶ
月
早

め
て
お
り
ま
す
。）

　

な
お
、
こ
の
取
組
に
よ
り
庁
舎

内
等
の
空
調
の
適
温
化
（
28
℃
程

度
）
を
推
進
致
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

二
人
居
の
気
儘
暮
ら
し
に
余
塞
な
ほ

梅
本　

喜
美
代

寄
り
合
ひ
て
色
を
深
め
て
丁
字
咲
く

小
倉　

豊
子　

バ
ス
に
乗
り
や
つ
と
一
息
余
寒
か
な

金
岡　

芳
子　

沈
丁
花
香
を
運
び
く
る
通
夜
の
客

木
村　

愛
子　

幹
太
く
盆
梅
く
る
ま
椅
子
の
人

金
城　

清
弘　

妻
ら
し
く
な
り
来
し
吾
子
や
沈
丁
花

坂
口　

三
重
子

植
え
か
え
の
土
の
乾
き
や
余
寒
な
お

竹
谷　

百
合
子

空
港
に
人
を
見
送
る
余
寒
か
な

田
中　

梨
雪　

も
う
最
後
さ
い
ご
と
灯
油
買
ふ
余
寒

中
林　

安
貴
子

リ
ハ
ビ
リ
の
手
摺
り
に
か
ら
む
余
寒
か
な

西
永　

千
代　

も
の
言
え
ば
小
言
の
こ
ぼ
る
余
寒
か
な平

松　

幸
勲　

薄
物
に
ま
だ
替
え
ら
れ
ず
余
寒
か
な

藤
田　

久
子　

桃
生
け
し
人
華
や
か
に
江
戸
小
紋

松
本　

由
美
子

作
務
僧
が
手
を
す
り
あ
わ
す
余
寒
か
な湊　

　

正
三　

高
層
の
玻
璃
戸
輝
く
余
寒
か
な

吉
川　

カ
ヅ
子

山
寺
の
長
き
廊
下
の
余
寒
か
な

吉
益　

宜
子　

さ
ざ
え
売
る
浜
の
店
先
余
寒
か
な

稲
田　

武
彦　

俳
句
会　

三
月
作
品

 

納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

 

口
座
振
替
制
度
を

　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

税
務
課
納
税
係
（
内
線
１
５
１
）

  

市
民
税 

納
期

　

平
成
18
年
度
市
民
税
第
１
期
分

と
全
期
前
納
分
の
納
期
限
は
、

６
月
30
日
で
す
。

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
お
納
め

く
だ
さ
い
。

図書館内での自習について
　小学生・中学生・高校生・大学生のみなさん、岩
出図書館をご利用いただきありがとうございます。
岩出図書館では、多くのみなさんに、さまざまな本
を読み、教養を深めてもらうため、蔵書をさらに充
実させていきたいと考えています。ぜひ図書館に来
て、たくさんの本を読んでください。
　さて、みなさんにお願いがあります。図書館に来
てくれるのはうれしいのですが、残念ながら図書館
は自習室ではありません。館内の閲覧席は、図書館
の本を読んだり、図書館の本を使って調べものをし
たりする方たちのための席です。閲覧席での自習を
認めると、閲覧席を占有されてしまい、読書や調べ
ものをするといった図書館本来の機能に支障をきた
すことになります。したがって、図書館内での自習
は堅くお断りしています。ご理解のほどよろしくお
願いします。
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

6月のカレンダー

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

おはなし会のお知らせおはなし会のお知らせ
場所 : 岩出図書館おはなし室

☆おはなしドロップス
　図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさんによるお
はなし会です。
※詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。
　平成 18年 6月 4日㈰
　　第 1部 13:30 ～ 14:00　幼児向け
　　第 2部 14:15 ～ 14:45　小学生向け

☆おはなしのとびら
　朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおはなし会です。
※詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。
　平成 18年 6月 17日㈯
　　第 1部 14:00 ～ 14:30　幼児向け
　　第 2部 14:45 ～ 15:15　小学生向け

岩出図書館開館  19 日目  入館者２万人突破 !

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは、電話でどうぞ !　岩出図書館（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

★配本サービスをご存じですか？
Ｑ‥配本サービスって、なあに？

Ａ‥地域の方々に対して、指定された

　　公共施設と連携し図書を搬送し、

　　貸出ができるサービスです。

◆予約した図書を、受け取れる公共施設

　岩出図書館、駅前ライブラリー、総合保健福祉センター図書室、

　中央公民館図書室、上岩出地区公民館図書室

◆予約した図書を、身近な公共施設でお渡しするサービスです。

◆貸出準備ができましたら、電話連絡します。

予約
施設間
で連絡

公共施設
へ搬送

電話連絡
公共施設
で受取

公共施設
へ返却→ → → → →

閲覧室への袋物・バッ

グなどの持ち込みはお

断りしています。貴重

品・ノート・筆記用具

以外の所持品は、正面

玄関右横のコインロッ

カー（100円硬貨必要。

使用後は 100 円硬貨

は戻ります。）にお預

けください。
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市の人口と世帯（平成 18年 4月末日現在）　総人口 51,399 人　男 24,854 人　女 26,545 人　世帯数 19,004

　市政懇談会は、広く住民の皆さんから市政に
対する建設的なご意見・ご要望をいただき、ま
ちの将来について語り合うなど、住民と行政の“意見交換”の場として毎年開催
しています。
　懇談会の主な内容は、①まちづくりの現状や方向性についてのご説明、②皆さ
んから事前にいただいたご意見・ご要望に対するご回答、③皆さんとの懇談の時
間となっています。
　市政懇談会は、市民の皆さんと直接お話ができる大切な機会です。
　皆さんの積極的なご参加をお待ちしています !!
市政懇談会に関するお問い合わせは、
市長公室市民ふれあい係（内線 118）までご連絡下さい。

平成 18年度　市政懇談会スケジュール表
開催日 開催場所 参加地区名

① ６月　５日㈪　19：00～ 山崎地区公民館 中黒・金池・湯窪
② ６月１０日㈯　13：30～ 上岩出地区公民館 水栖・北大池
③ ６月１０日㈯　19：00～ 上岩出地区公民館 南大池・西国分
④ ６月１９日㈪　19：00～ 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮
⑤ ６月２１日㈬　19：00～ 根来地区公民館 森・堀口・安上
⑥ ６月２３日㈮　19：00～ 岡田集会所 岡田・溝川
⑦ ６月２４日㈯　13：30～ 山崎地区公民館 赤垣内・波分・曽屋
⑧ ６月２４日㈯　19：00～ 山崎地区公民館 中島・吉田
⑨ ６月２６日㈪　19：00～ 紀泉台地区公民館 相谷・西安上・紀泉台・原
⑩ ６月２８日㈬　19：00～ サンホール 山・境谷
⑪ ６月３０日㈮　19：00～ 上岩出地区公民館 中迫・荊本
⑫ ７月　１日㈯　13：30～ 根来地区公民館 今中・川尻
⑬ ７月　１日㈯　19：00～ 根来地区公民館 根来・尼が辻・押川
⑭ ７月　３日㈪　19：00～ 山崎地区公民館 畑毛・金屋
⑮ ７月　５日㈬　19：00～ 岩出市役所 西野・高瀬・備前
⑯ ７月　７日㈮　19：00～ 船山地区公民館 船戸・山崎
⑰ ７月　８日㈯　13：30～ 上岩出コミュニティセンター 新田広芝・東坂本
⑱ ７月　８日㈯　19：00～ 桜台地区公民館 山田・野上野・桜台

お話しましょ　まちのこと

市 政 懇 談 会市 政 懇 談 会
を 開 催 し ま す


